
宇部市立岬小学校 学校通信
学校教育目標「学び合い、支えあって生きる」

☆☆☆ チャレンジ目標 ☆☆☆
■いろんな種類の 本を読もう！
■気持ちのよい あいさつをしよう！
■しっかり 運動をしよう！

令和５年１０月２５日号

《子どもたちに育みたい力》◆聞く力・伝える力 ◆自他を認める力 ◆自己を調整する力

１０月１４日（土）の運動会には多数ご来校いただき、ありがとうございました。
児童は皆様方からの熱いご声援や惜しみない拍手を受けながら、本年度のスローガン
「仲間と団結 笑顔で楽しく 最後まで」のもと、頑張り抜きました。
また、全校競技「絆」深め中！運動王にオレはなる！！（右写真）や、運動会後の

片付けにも多くの方々が快くご協力くださいましたことに、重ねて御礼申し上げます。
おかげ様で、学校、家庭、地域が連携・協働して思い出深い運動会となりました！

◆仲間と団結して、笑顔で楽しく最後まで頑張った秋季運動会！

３，４年生：運命をつかみに
走ってみた１，２年生：よ～い どん

３，４年生：赤白で棒を獲り合ってみた

応援団の活躍

１，２年生：ツバメ
～どっちが多く入るかな～

赤白「絆」リレー

５，６年生：岬組魂道～Soul Line ～ THE Last Dance



【１２月の行事予定】
２日（土）スポーツ・デイ ４日（月）振替休日
６日（水）３年学年PTA活動 ５年味噌づくり体験 委員会活動
７日（木）５，６年学年PTA活動 １１日（月）常盤中校区３校交流発表会 プロジェクト部会
１３日（水）クラブ活動 １４日（木）３年俳句教室 １５日（金）４年学年PTA活動
２０日（水）避難訓練 クラブ活動 希望個人懇談会１日目
２１日（木）午前中授業（給食終了） 希望個人懇談会２日目 ２２日（金）終業式 ２５日（月）冬季休業

１日（水）委員会活動
２日（木）フォローアップ研修
３日（金）㊗文化の日
６日（月）お話トトロ 教育相談（最終日）
７日（火）持久走大会練習開始

１，２年学年PTA活動・給食試食会
８日（水）クラブ活動
１０日（金）SC来校9:30-13:30 ５年GHP

常盤中学校区特別支援学級ボッチャ交流会

１５日（水）常盤中学校区宇部授業の日
１６日（木）岬朝ご飯 ゆる～りカフェ
１７日（金）市内特別支援学級演劇鑑賞会
２０日（月）お話トトロ プロジェクト部会
２２日（水）持久走大会 クラブ活動
２３日（水）㊗勤労感謝の日
２４日（木）４年UBEビエンナーレ9:00-12:00

１，２年人権まもる君２校時
２８日（火）第３回学校運営協議会
２９日（水）職員会議
３０日（木）常盤中出前授業14:40~陸上

◆自己肯定感を高める人権教育
１０月２２日（日）に、岬地区人権教育推進大会が開催されました。

最初に、６年生児童や中学生による人権作文の発表や、小学４年生～
中学３年生の入選者による人権標語の発表がありました。本会が人権
について真剣に考える好機となったことが、子どもたちの作文や標語
を通して、窺い知れました。
その後、常盤中学校のバトン部や吹奏楽部によるアトラクションが

披露され、大会に華が添えられました。
最後に、「言葉が変わればみんな笑顔」～Pep Talk～ という演題で、末永成一様による講演が行われ

ました。ペップトークとは本来、スポーツ選手を励ますために指導者が、試合前などに行う短い激励の言葉
を指します。

2019年開催のラグビーワールドカップで、当時
ヘッドコーチを務めていたジョセフ氏は、日本代表
選手に向けて右のように語りました。
この言葉を受け、当時主将のリーチ・マイケル選手は、
「一つだけ証明したい、僕たちが強いということを。」

と語り、その結果、前評判を覆して、アイルランド戦に
見事勝利したのです。
もちろん、いつも好結果に繋がるとは言えません。時には、大きく挫折してしまうこともあるでしょう。

そんなときは、子どもたちにとって最強の応援団である学校、家庭、地域の出番です。まずは、「悔しかっ
たんだね。」と寄り添い、夢や目標に向けて頑張ってきた努力を認めると共に、「今が、本気で考えるチャ
ンスだよ。」と、これまでの努力を生かして今後の人生を切り拓く「前向きな言葉」を示すことが大切です。
しかし、いつも応援団がいるとは限りません。そんなときに、子どものやる気を奮い立たせることができ

るのは、他ならぬ子ども自身です。自分にとって超最強の応援団は、自分であると言えるでしょう。「日頃
から、自分自身で自己肯定感を高めることができる人権教育を展開したい」という気持ちを新たにしました。

誰も勝てると思っていない。
接戦になるとさえ思っていない。
でも、君たちがどれだけハードワークを
してきたか、誰も知らない。君たちが、
どれだけ犠牲を払ってきたかも知らない。
そして、君たちは、自分たちがやるべきことは、
分かっている。


